
解 答
宗 唄 Ａ 欝 Ｂ 蔚 Ｂ 鰻 Ａ 姥 Ｂ 厩 Ａ 浦 Ｂ

就 問１ ウ 問２ ア Ｇ イ Ｆ ウ Ｅ エ Ｃ 問３ Ｄ

州 問１ リトマス紙を直接つけると，水よう液にリトマス紙の試薬が溶け混ざってしまうため。

問２ 水素 問３ Ａ カ Ｂ エ Ｃ ウ Ｄ オ Ｅ ア Ｆ イ

修 問１ ① Ａ ② Ｂ ③ Ｂ ④ Ａ 問２ ア 250 イ ５ 問３ 唄 45 欝 130

解 説
宗 浦 金星は地球よりも内側を公転する内惑星であるため，地球から見ると太陽のそばにしか見えません。見えるの

ないわくせい

は，明け方の東の空（明の 明 星 ）か，夕方の西の空（宵の明星）です。
みょうじょう よい

就 問３ 図１～４や文章から，図６のフローチャートを追っていきます。図３から先端が丸いことがわかります。文
せんたん

章の２段落の５行目に「なめらかな表面に…」とあることから表面にとげがないことがわかります。同じく７行
だんらく

目には「小胞子（…）という部分は観察できませんでした」とあるので，小胞子はつくらないと考えられます。

そして，図４から表面のつくりは１～２層であることがわかり，オオイシソウだとわかります。
そう

州 問３ 【実験１】から，ビーカーＣの水溶液は中性であることがわかるので，食塩水で
すいようえき

す。【実験１】および【実験２】から，ビーカーＥの水溶液はアルカリ性で，溶質
ようしつ

（水に溶けているもの）が固体ではないとわかるので，アンモニア水です。【実験
と

３】から，ビーカーＤの水溶液は鉄をとかす塩酸，ビーカーＦの水溶液は炭酸水だと

わかります。炭酸水は溶けている二酸化炭素が少しずつ泡となって出ていくため，鉄
あわ

のまわりに泡がつくと考えられます。【実験４】から，ビーカーＢの水溶液は，二酸

化炭素を通すと白くにごる石灰水だとわかります。
せっかいすい

修 問２ 力がつり合っている状態では，１本のひもにはどこにも同じ力がかかってい

ます。したがって，（図①）では，Ａ点とＢ点には同じ力がかかっています。こ

のため，（図①）のつり合いは，おもりとかっ車の合計の重さを，ＡとＢの２つ

のひもで支えていると考えることができます。

ア かっ車の重さは考えなくてよいので，500ｇを２つのひもで支えていると考

えます。したがって，手にかかる力（＝Ｂ点にかかる力＝Ａ点にかかる力）は

250ｇ（500÷２）です。

イ アと同じように考えると，（図②）でＣ点には20ｇ（40÷２），Ｄ点には10

ｇ（20÷２），Ｅ点には５ｇ（10÷２）で，Ｅ点とＦ点には同じ力がかかって

いるので，手にかかる力は５ｇです。

問３ 唄 （図③）の動かっ車（左のかっ車）に注目すると，おもりとかっ車の合

計の重さである90ｇを，Ｇ点の部分とＨ点の部分の２つのひもで支えていると

考えます。したがってＨ点には45ｇ（90÷２）の力がかかっており，Ⅰ点にも

同じ力がかかっています。したがって，おもりＢは45ｇです。

欝 Ｙの部分は，Ｈ点・Ⅰ点でひもが押し下げる力と，かっ車の重さの合計を支
お さ

えています。したがって，130ｇ（45×２＋40）です。
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